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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第157期

第１四半期
連結累計期間

第158期
第１四半期
連結累計期間

第157期

会計期間
自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日

売上高 (百万円) 297,320 320,247 1,487,252

経常利益 (百万円) 15,399 28,498 144,591

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 12,095 19,754 90,566

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △2,400 33,904 92,788

純資産額 (百万円) 494,023 581,371 570,813

総資産額 (百万円) 1,545,800 1,683,482 1,760,078

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 10.35 17.27 78.57

潜在株式調整後
１株当たり四半期(当期)純利益

(円) － － －

自己資本比率 (％) 31.8 34.4 32.3
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

第２ [事業の状況]における各事項の記載については、消費税等抜きの金額で表示しております。

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、

前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

(1) 業績の状況

日本経済は、好調な企業業績が、設備投資の回復に加え雇用の改善と個人消費の拡大へと波及し、公共投資の底

堅さとも相俟って回復基調を続けました。

国内建設市場においては、政府建設投資・民間建設投資ともに底堅く推移したことから、建設業界の経営環境は

堅調さを維持しました。

こうした状況のもと、当社グループの当第１四半期連結累計期間の経営成績は次のとおりとなりました。

売上高につきましては、土木事業及び建築事業において増加したことにより前年同期比7.7％増の3,202億円とな

りました。　

利益につきましては、売上総利益は土木事業、建築事業及び開発事業の利益率好転等により前年同期比29.1％増

の457億円となり、販売費及び一般管理費が概ね前年同期（193億円）並みの191億円となったことから、営業利益は

同65.4％増の265億円となりました。また、営業利益の増加に加え為替差損益の好転等により経常利益は同85.1％増

の284億円となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は前年同期に投資有価証券売却益を計上したことの反

動等に伴う特別損益の悪化に加え、法人税等の増加により同63.3％増の197億円となりました。

 

報告セグメント等の業績を示すと次のとおりであります（報告セグメント等の業績については、セグメント間の

内部取引を含めて記載しております。）。

 

①土木事業

売上高は、当社及び連結子会社の増加により前年同期比20.6％増の910億円となり、増収に加え当社の利益率好

転により完成工事総利益が増加したことから営業利益は同275.6％増の75億円となりました。

②建築事業

売上高は、当社の増加により前年同期比6.2％増の2,177億円となり、増収に加え当社及び連結子会社の利益率

好転により完成工事総利益が増加したことから営業利益は同39.1％増の156億円となりました。　

③開発事業

売上高は、当社及び連結子会社の減少により前年同期比6.0％減の250億円となったものの、当社及び連結子会

社の利益率好転により開発事業総利益が増加したことから営業利益は同23.0％増の29億円となりました。

④その他

売上高は、前年同期比7.4％減の27億円、営業利益は同12.4％減の２億円となりました。
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(2) 財政状態

①資産の状況

資産合計は、回収に伴う完成工事未収入金の減少等により前連結会計年度末比4.4％・765億円減少し、1兆

6,834億円となりました。　

②負債の状況

負債合計は、支払に伴う工事未払金の減少等により前連結会計年度末比7.3％・871億円減少し、1兆1,021億円

となりました。なお、資金調達に係る有利子負債残高は、同2.4％・56億円減少し、2,325億円（うちノンリコー

ス債務は前連結会計年度末と同額の35億円）となりました。　

③純資産の状況

純資産は、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により前連結会計年度末比1.8％・105億円増加し、

5,813億円となりました。また、自己資本比率は、同2.1ポイント増の34.4％となりました。　

 

(3) 経営方針、経営環境及び対処すべき課題等

当第１四半期連結累計期間において、重要な変更等はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における研究開発費は22億円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,200,000,000

計 2,200,000,000
 

 
② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年８月８日)

上場金融商品取引所名
又は

登録認可金融商品取引業協会名
内容

普通株式 1,146,752,860 1,146,752,860
東京・名古屋証券取引所

（市場第一部）
単元株式数は
1,000株である。

計 1,146,752,860 1,146,752,860 ― ―
 

(注) 平成29年６月29日開催の定時株主総会において、当社株式５株を１株に併合する株式併合議案が承認されてお

ります。これにより、株式併合の効力発生日である平成29年10月１日をもって、発行可能株式総数が

2,200,000,000株から440,000,000株に減少し、発行済株式総数が1,146,752,860株から229,350,572株に減少す

るとともに、単元株式数が1,000株から100株に変更となります。

なお、併合後の発行済株式総数は、併合前の発行済株式総数に株式の併合割合を乗じた理論値であります。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年６月30日 ― 1,146,752,860 ― 122,742 ― 30,686
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができないことから、直前の基準日である平成29年３月31日の株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成29年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式   1,408,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式1,140,280,000 1,140,280 ―

単元未満株式 普通株式   5,064,860 ― １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 1,146,752,860 ― ―

総株主の議決権 ― 1,140,280 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」の株式数及び議決権の数には、証券保管振替機構名義の株式が6,000株(議決

権６個)含まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には自己保有株式が179株含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成29年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
大成建設株式会社

東京都新宿区西新宿
        一丁目25番１号

1,408,000 ─ 1,408,000 0.12

計 ― 1,408,000 ─ 1,408,000 0.12
 

(注) 当社は、平成29年５月12日に開催された取締役会の決議に基づき、当第１四半期会計期間において、当社普通

株式9,883,000株を取得いたしました。この結果、当第１四半期会計期間末日における完全議決権株式（自己株

式等）は、単元未満株式の買取りにより取得した株式数を含めて11,298,000株となっております。また、この

他に単元未満の自己株式355株を保有しております。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 535,592 517,542

  受取手形・完成工事未収入金等 420,131 333,989

  未成工事支出金 67,053 84,229

  たな卸不動産 102,742 104,150

  その他のたな卸資産 3,462 4,080

  その他 94,888 84,333

  貸倒引当金 △297 △100

  流動資産合計 1,223,572 1,128,226

 固定資産   

  有形固定資産 175,982 175,796

  無形固定資産 5,084 5,101

  投資その他の資産   

   投資有価証券 309,014 328,686

   退職給付に係る資産 10,777 11,101

   その他 38,111 36,877

   貸倒引当金 △2,464 △2,307

   投資その他の資産合計 355,439 374,357

  固定資産合計 536,506 555,255

 資産合計 1,760,078 1,683,482
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金等 424,493 391,722

  短期借入金 114,600 110,384

  ノンリコース短期借入金 100 100

  1年内償還予定の社債 10,000 20,000

  未成工事受入金 175,689 169,291

  完成工事補償引当金 3,391 3,364

  工事損失引当金 15,666 14,358

  受注損失引当金 14 14

  その他 243,038 196,068

  流動負債合計 986,994 905,304

 固定負債   

  社債 30,000 20,000

  ノンリコース社債 500 500

  長期借入金 79,995 78,600

  ノンリコース長期借入金 2,950 2,950

  役員退職慰労引当金 431 305

  関係会社事業損失引当金 66 57

  環境対策引当金 89 83

  独占禁止法関連損失引当金 11,035 11,035

  退職給付に係る負債 41,262 41,298

  その他 35,939 41,974

  固定負債合計 202,270 196,805

 負債合計 1,189,264 1,102,110

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 122,742 122,742

  資本剰余金 85,150 85,150

  利益剰余金 278,613 284,623

  自己株式 △1,110 △10,712

  株主資本合計 485,395 481,803

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 82,463 96,023

  繰延ヘッジ損益 △158 △148

  土地再評価差額金 772 772

  為替換算調整勘定 △2,969 △3,201

  退職給付に係る調整累計額 3,275 4,099

  その他の包括利益累計額合計 83,383 97,544

 非支配株主持分 2,034 2,023

 純資産合計 570,813 581,371

負債純資産合計 1,760,078 1,683,482
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高   

 完成工事高 266,350 289,813

 開発事業等売上高 30,969 30,434

 売上高合計 297,320 320,247

売上原価   

 完成工事原価 237,214 251,366

 開発事業等売上原価 24,641 23,106

 売上原価合計 261,855 274,472

売上総利益   

 完成工事総利益 29,136 38,446

 開発事業等総利益 6,328 7,328

 売上総利益合計 35,464 45,775

販売費及び一般管理費 19,399 19,196

営業利益 16,064 26,578

営業外収益   

 受取利息 172 302

 受取配当金 1,566 1,597

 その他 797 699

 営業外収益合計 2,536 2,598

営業外費用   

 支払利息 601 448

 為替差損 2,402 －

 匿名組合投資損失 － 186

 その他 196 44

 営業外費用合計 3,201 679

経常利益 15,399 28,498

特別利益   

 固定資産売却益 15 8

 投資有価証券売却益 2,578 0

 特別利益合計 2,594 9

特別損失   

 投資有価証券評価損 385 3

 固定資産除却損 9 6

 独占禁止法関連損失 405 －

 その他 21 11

 特別損失合計 821 21

税金等調整前四半期純利益 17,172 28,485

法人税等 5,167 8,716

四半期純利益 12,005 19,768

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△90 14

親会社株主に帰属する四半期純利益 12,095 19,754
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純利益 12,005 19,768

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △14,467 13,557

 繰延ヘッジ損益 △1 1

 為替換算調整勘定 △328 △112

 退職給付に係る調整額 727 821

 持分法適用会社に対する持分相当額 △336 △131

 その他の包括利益合計 △14,405 14,135

四半期包括利益 △2,400 33,904

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △2,239 33,915

 非支配株主に係る四半期包括利益 △160 △10
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)
 

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

（税金費用の計算）

税金費用に関しては、主として当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。

ただし、税引前四半期純損失となった場合等には、法定実効税率を乗じて計算しております。

 
 

　

(四半期連結貸借対照表関係)

 １ 偶発債務

(1) 保証債務

連結会社以外の会社等の借入金等に対して保証を行っております。
 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
 

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

加賀アスコン㈱ 486百万円 加賀アスコン㈱ 470百万円

住宅ローン諸口 73 住宅ローン諸口 133

その他３件 126 その他３件 129

計 686 計 732
 

 

 

(2) 追加出資義務

連結会社以外の特定目的会社の借入金返済義務等に対して追加出資義務を負っております。
 

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
 

当第１四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

駿河台開発特定目的会社 15,680百万円 駿河台開発特定目的会社 15,680百万円
 

なお、上記の追加出資義務については連結会社の負担額を記載しております。

　

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりませ

ん。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を

含む。)は、次のとおりであります。
 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

減価償却費 1,492百万円 1,657百万円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

１ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 12,868 11.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期

連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

２ 株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成28年５月13日に開催された取締役会において、会社法第165条第３項の規定によ

り読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について決議

いたしました。これを受け、東京証券取引所における市場買付の方法により平成28年５月16日

から平成28年６月30日までに普通株式13,834,000株、11,096百万円の取得を行いました。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

１ 配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日
定時株主総会

普通株式 13,744 12.00 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金
 

 

(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期

連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

２　株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成29年５月12日に開催された取締役会において、会社法第165条第３項の規定によ

り読み替えて適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式の取得に係る事項について決議

いたしました。これを受け、東京証券取引所における市場買付の方法により平成29年５月15日

から平成29年６月30日までに普通株式9,883,000株、9,595百万円の取得を行いました。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３土木 建築 開発 計

売上高         

外部顧客への売上高 71,851 197,643 25,369 294,864 2,455 297,320 － 297,320

セグメント間の内部売上高
又は振替高

3,596 7,403 1,280 12,279 562 12,842 △12,842 －

計 75,448 205,046 26,650 307,144 3,017 310,162 △12,842 297,320

セグメント利益 2,006 11,259 2,410 15,676 308 15,985 79 16,064
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託研究・技術提供・環境測定

等建設業に付帯関連する事業、レジャー関連事業、その他サービス業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額79百万円は、セグメント間取引消去等によるものであります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３土木 建築 開発 計

売上高         

外部顧客への売上高 84,895 209,205 23,948 318,049 2,198 320,247 － 320,247

セグメント間の内部売上高
又は振替高

6,115 8,505 1,094 15,715 594 16,310 △16,310 －

計 91,010 217,710 25,043 333,764 2,793 336,558 △16,310 320,247

セグメント利益 7,535 15,664 2,966 26,165 270 26,436 142 26,578
 

(注) １ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、受託研究・技術提供・環境測定

等建設業に付帯関連する事業、レジャー関連事業、その他サービス業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額142百万円は、セグメント間取引消去等によるものであります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日)

１株当たり四半期純利益 10.35円 17.27円

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益 （百万円） 12,095 19,754

普通株主に帰属しない金額 （百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益

（百万円） 12,095 19,754

普通株式の期中平均株式数 （千株） 1,168,398 1,144,077
 

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

 該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年８月７日

大成建設株式会社

代表取締役社長 村 田 誉 之 殿

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   金   子   寛   人   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   塚   原   克   哲   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   大   津   大 次 郎   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大成建設株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大成建設株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以 上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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